
2026年度 国際交流基金賞 受賞記念講演会
The Japan Foundation Awards 2026 Commemorative Lecture

SANAA建築設計事務所

「公園のような建築」を手がかりに、妹島和世と西沢立衛がこれまでの作品を振り返りながら、
建築と環境、人と空間の新たな関係について語ります。

「
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境
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」

主催　独立行政法人 国際交流基金（JF）

事前にウェブページからお申し込みください。二次元コードからもお申し込みいただけます。
URL: https://dx-mice.jp/EZEntry/26jpf1/Entry

※講演会の様子を写真・動画で撮影し、国際交流基金ウェブサイトや公式SNS等にて公開する場合がございます。また、報道機関による取材・撮影が行われる場合があり、その内容
が各種メディアに掲載・放映される場合がございます。以上の場合において会場内のお客さまが映り込む可能性がありますので、予めご了承ください。

申込締切

参加申込

定員

会場

2026年10月19日（月）
お申し込みは先着順とさせていただきます。定員に達し次第、受付を終了します。

開場18:00　時間18:30-20:00

スパイラルホール（スパイラル3F）（地下鉄「表参道」駅 徒歩1分） 会場アクセスは裏面をご覧ください。

登壇 建築家 妹島和世氏、西沢立衛氏（SANAA共同主宰）

200名（先着順）

2026年10月22日（木）参加費
無料

金沢21世紀美術館　©SANAA
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国際交流基金（JF）は、学術、芸術、その他の文化活動を通じて、国際相互理解の増進や国際友好親善の促進に特に顕著な貢献が
あり、引き続き活躍が期待される個人または団体に対し、「国際交流基金賞」を授賞しています。
1973年に創設され、53回目の授賞となる本年度は、内外各界の有識者および一般公募により86件の推薦があり、有識者による選考
委員会の審査を経て、公益財団法人福武財団 名誉理事長の福武總一郎氏、建築設計事務所のSANAA、ドイツのユディツィウム出版
社の3者と決定しました。
この受賞を記念し、SANAA共同主宰の妹島和世氏、西沢立衛氏による講演会を開催します。今後、国際交流活動を志す方々の参考に
なることを願い、SANAAのこれまでの活動についてご紹介いただきます。皆様のご参加をお待ちしております。

国際交流基金は、「日本の友人をふやし、世界との絆をはぐくむ。」をミッションに、「文化芸術交流」
「日本語教育」「日本研究・国際対話」を推進する独立行政法人です。25か国・26の海外事務所と、
国内の附属機関・支部を足がかりに、世界各国の在外公館、日本語教育機関や文化交流機関等と
緊密に連携をとりながら、グローバルに活動を展開しています。

2026年度受賞　SANAA （サナア）

国際交流基金(The Japan Foundation, JF)

スパイラルホール
〒107-0062 東京都港区南青山5-6-23（SPIRAL3階）

2026年度国際交流基金賞 受賞記念講演会事務局（株式会社サンケイ会館内）
Tel : 03-3516-7813　Mail : jpf@sankeibldg.co.jpお問い合わせ

講演会 会場アクセス

福武總一郎氏、ユディツィウム出版社の受賞記念講演会の詳細は、ウェブページよりご覧ください。

2004年ヴェネチア・ビエンナーレ国際建築展 金獅子賞、2010年プリツカー賞、2022年
高松宮殿下記念世界文化賞建築部門、2025王立英国建築家協会 ロイヤル・ゴールド・
メダルなど数多くの賞を受賞。主な作品に、金沢21世紀美術館、ニュー・ミュージアム（アメ
リカ）、Rolex ラーニングセンター EPFL（スイス）、ルーヴル美術館ランス別館（フランス）、
グレイス・ファームズ（アメリカ）、ボッコーニ大学新キャンパス（イタリア）、ラ・サマリテーヌ
（フランス）、ニュー・サウス・ウェールズ州立美術館ナーラ・バドゥ館（オーストラリア）、香川
県立アリーナ、Taichung Green Museumbrary（台湾）など。

■これまでの活動

SANAAは、建築家の妹島和世氏と西沢立衛氏の共同主宰により1995年に設立された
建築設計事務所である。「金沢21世紀美術館」（2004年）、「ニュー・ミュージアム」
（2007年）、「ルーヴル美術館ランス別館」（2012年）をはじめ、国内外で数多くの文化・
教育施設の建築設計を手がけてきた。内と外、さらには建築と環境といった境界を解体し
シームレスに再構成するSANAAの建築では、人 と々空間の多様で開かれた関係が結び
直され、創造的な対話の場がもたらされている。近年の「ニュー・サウス・ウェールズ州立
美術館ナーラ・バドゥ館」（2022年）や「Taichung Green Museumbrary」（2025年）
においても、SANAAが探究する「公園」のような空間のさらなる深化が示された。建築を
通して相互尊重に基づく国際文化交流の基盤を創出し続けるその功績は、国境を越えた
普遍的意義を有するものとして極めて高く評価される。今後の活躍も大いに期待され、
まさに国際交流基金賞にふさわしい存在である。

■授賞理由

受賞記念講演会 登壇者

日本女子大学大学院修了。1987年妹島和世建築設計事務所設立。1995年西沢立衛と
SANAA設立。現在、ミラノ工科大学教授、日本女子大学特別招聘教員、横浜国立大学名誉
教授、東京都庭園美術館長。

■妹島 和世（せじま・かずよ）

横浜国立大学大学院修了。妹島和世建築設計事務所を経て1995年妹島和世と SANAA 
設立。1997年西沢立衛建築設計事務所設立。現在、横浜国立大学大学院 Y-GSA 教授。

■西沢 立衛(にしざわ・りゅうえ)

Taichung Green Museumbrary　©SANAA

西沢立衛と妹島和世　©SANAA

国際交流基金ウェブページはこちら
https://www.jpf.go.jp/

2026年度受賞記念講演会ウェブページ URL: https://www.jpf.go.jp/j/about/award/archive/2026/lecture.html


